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研究主題

言葉による見方・考え方を働かせ，

正確に理解し表現する資質・能力を

育成するための指導方法とその評価

―新学習指導要領の全面実施にむけて―
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研究内容

①「書くこと」領域において表現・交流

することを重視した言語活動を通じて，

特に，「書くこと」領域と

「語彙」に関する内容との関連を図り，

資質・能力を育成するための指導方法の研究。

語彙 書くこと

交流の場面

「書くこと」領域と「語彙」に関する内容の実践

・言葉の例示

「書くこと」領域と「語彙」に関する内容の実践

・収集した語句の使用
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し
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る
べ
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だ
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①－ア「書くこと」領域における指導方法の研究

第２学年
「根拠や想定される反論を考え，自分の意見をより明確にしよう」

(光村２年「根拠を明確にして意見を書こう」)

根拠や具体例が
適切か確かめる

研究授業よりー有効な根拠や反論について話し合う
野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら
を
残
す
メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
の
か
と
考
え
る
人
も
い
る
と
思
う
。
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を
つ
な
ぐ
力
が
あ
る
。



①－ア「書くこと」領域における指導方法の研究
第３学年
「引用する資料を適切に使い，説得力のある文章を書こう」

(光村３年「説得力のある文章を書こう」) より

書籍やインターネットから
収集した資料の妥当性を検討する
生徒の様子

引
用
例
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現
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あ
ぁ
、
い
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
の
通
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。
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も
、

そ
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な
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と
、
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も
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か
な
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っ
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思
い
つ
き
も
し
な
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っ
た
な
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得
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枕
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」
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取
り
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て
書
く
に
あ
た
っ
て
、

複
数
の
資
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を
調
べ
、
比
較
し
て
い
る
。

①－イ「語彙」に関する指導方法の研究

高
瀬
舟
よ
り
「
疑
懼
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意
味
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て
不
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に
思
う
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と
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配
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憂
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念･･

･

(
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い
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が
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わ
る)

①－イ「語彙」に関する指導方法の研究
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研究内容

② ①と関わって，新学習指導要領を

踏まえた学習評価の工夫。

(特に，言語活動を通した思考力・判断力・

表現力等の学習評価の在り方について)

生徒自身にも成果や課題が

目に見える形で確認できる手法

②学習評価の工夫に関する研究
文章

資料

交流

●
評
価
の
項
目
例

・
根
拠
を
明
ら
か
に
考
え
を

書
く
こ
と
が
で
き
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か
。

・
他
者
の
考
え
や
事
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用
し
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く
こ
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が
で
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か
。

・
言
葉
を
吟
味
で
き
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か
。

･
･
･

記
述
に
よ
る
ふ
り
返
り
も

項
目
と
同
じ
内
容
に
。

〇
自
由
記
述
に

自
分
の
説
明
文
を
自
分
で
読
み
返
し
て
推

敲
し
た
と
き
は
「
完
璧
だ
！
」
と
思
っ
て
い

た
の
で
、
冷
静
に
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分
の
悪
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と
こ
ろ
は
見

つ
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ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
他
の
人
と
交
流

す
る
と
改
善
点
が
大
量
に
出
て
き
た
。
自
分

の
文
を
読
ん
だ
と
き
は
出
て
こ
な
い
の
に
、

他
の
人
の
文
を
読
む
と
改
善
点
が
出
て
き
て

不
思
議
だ
と
思
っ
た
。
○
○
さ
ん
や
○
○
さ

ん
の
よ
う
に
要
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を
し
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っ
て
簡
潔
な
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を

作
る
の
が
課
題
で
す
。



②学習評価の工夫に関する研究
文章

資料

交流

文章に関する
工夫点や
改善点の把握

研究授業よりー高校生による評価

・
主
張
す
る
内
容
の
根
拠
と
し
て

適
当
で
あ
る
か
。

・
理
由
付
け
の
際
の

論
理
展
開
が
正
し
い
か
。
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研究内容

③公立学校と連携した，

新学習指導要領を踏まえた

年間学習指導計画の作成。

活動の実効性の検証や，有効な実践例の反映



③公立学校との連携

成果と課題

〇「書くこと」領域において，ねらいとしていた指導事項に

迫ることができた。

〇使うという目的意識をもって，語句の収集に取り組むことが

できた。

〇「読む相手」が明確になることで，書く際の目的意識を明確

に持たせることができた。

●学習評価の客観性の検討が不十分。

●「語彙」に関する，学年段階に応じた手だての検討。


